
第26回高校生ものづくりコンテスト全国大会実施要項 

１ 趣旨 

近年、若者の製造業離れが進み、ものづくりの技術・技能の継承が危ぶまれている。我が国の持続的発展を維持

するためには、産業を支える技術・技能水準の向上を図るとともに、若年技術・技能労働者を確保し、育成するこ

とが急務である。 

公益社団法人全国工業高等学校長協会（以下「全工協会」という。）では、各高等学校で取り組んでいる、ものづ

くりの学習成果の発表の場として、全国の高校生が一堂に会して、技術・技能を競い合う全国的な大会を企画し、

これまでに24回開催した。第12回大会からは、全国９地区を順番に開催しており、今回は北海道地区で、旋盤作業、

自動車整備、電気工事、電子回路組立、化学分析、木材加工、測量、溶接の８部門において実施する。 

２ 日程 

  第１日 令和８年(2026年)11月14日（土）      第２日 令和８年(2026年)11月15日（日） 

   ９時00分 関係者集合               ８時00分 関係者集合 

   ９時30分 会場等準備               ８時20分 受付 

   12時00分 受付                  ９時00分 競技開始 

   12時30分 部門ごと打合せ（説明、練習作業等）   11時30分 競技終了、片付け、昼食 

   15時00分 来賓・審査員受付            14時30分 閉会式、記念撮影 

   16時00分 開会式                 15時30分 解散、後片付け 

   17時00分 解散 

  ※ なお、旋盤作業部門は11月14日（土）から16日（月）までの３日間で開催するものとし、詳細は旋盤作業部

門実施要項を参照のこと。 

３ 会場 

 (1) 開・閉会式 各競技会場 

 (2) 競技会場 

部  門 会    場 

旋 盤 作 業 北海道職業能力開発大学校 

〒047-0292 北海道小樽市銭函3-190        TEL 0134-62-3553 

自動車整備 専門学校北海道自動車整備大学校 

〒007-0892 北海道札幌市東区中沼西２条１-12-25 TEL 011-790-1205 

電 気 工 事 北海道旭川工業高等学校 

〒078-8804 北海道旭川市緑が丘東４条１-１-１  TEL 0166-65-4115 

電子回路組立 北海道苫小牧工業高等学校 

〒053-0035 北海道苫小牧市字高丘6-22       TEL 0144-36-3161 

化 学 分 析 北海道札幌琴似工業高等学校 

〒063-0833 北海道札幌市西区発寒13条11-3-１   TEL 011-661-3251 

木 材 加 工 北海道釧路工業高等学校 

〒085-0821 北海道釧路市鶴ヶ岱3-5-1       TEL 0154-41-1285 

測 量 北海道帯広工業高等学校 

〒080-0872 北海道帯広市清流西2-8-1       TEL 0155-48-5650 

溶 接 北海道立苫小牧高等技術専門学院（MONOテク苫小牧） 

〒053-0052 北海道苫小牧市新開町4-6-10     TEL 0144-55-7007 

４ 主催 公益社団法人全国工業高等学校長協会 

５ 主管 北海道地区工業高等学校長会 

６ 共催 北海道教育委員会（申請予定） 

７ 後援 文部科学省 経済産業省 厚生労働省 国土交通省 農林水産省 (公財)産業教育振興中央会 

     (公財)日本自動車教育振興財団 中央職業能力開発協会 (一社)日本溶接協会  (申請予定、順不同) 

８ 参加資格 

 (1) 全工協会会員校に在籍し、卒業後の進路先を報告できる生徒とする。 

 (2) 次の保険に加入していること。なお、②、③の費用については、主催者が負担する。 

  ① 独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済 

  ② 産業教育振興中央会賠償責任保険 

  ③ 産業教育振興中央会傷害保険 



部  門 

９ 競技部門及び生徒 

 (1) 競技部門及び出場選手数 

 出場選手数 

各地区選出 開催地選出 計 

旋 盤 作 業 ９ １ 10 

自動車整備 ９ １ 10 

電 気 工 事 ９ １ 10 

電子回路組立 ９ １ 10 

化 学 分 析 ９ １ 10 

木 材 加 工 ９ １ 10 

測 量 27（９組） ３（１組） 30（10組） 

溶 接 ９ １ 10 

合  計 90名 10名 100名 

 (2) 出場者の決定 

  ① 出場者は、全工協会が組織する全国９地区及び開催地の校長会から推薦された生徒とする。その選出方法は、

該当校長会に一任する。 

  ② 各地区及び開催地から推薦できる出場者を、令和８年(2026年)９月18日（金）までに、所定の用紙を用いて

大会実行委員長まで報告すること。 

10 表彰 

 (1) 各賞の表彰は、部門ごとに行うものとし、全工協会理事長賞を授与する。ただし､各省庁､(一社)日本溶接協会、 

  (公財)産業教育振興中央会については申請予定としている。 

   また、各部門の第１位から第３位は、評価結果を公表し表彰する。それ以外は総合点だけ公表する。 

 (2) 各部門の第１位から第３位は、ジュニアマイスター顕彰制度の得点として申請することができる。 

 (3) 各部門の第４位以下については、敢闘賞を授与する。 

11 審査 

 (1) 審査基準の策定と公表 

  ① 審査基準は、事前に策定し公表する。 

  ② 審査員は、審査基準に従い審査判定する。 

  ③ 同点の場合の優先順位は、あらかじめ協議しておく。 

 (2) 審査員                                    

   審査員は、企業の技術者、学識経験者などに委嘱するものとし、各部門３名を基本とする。 

12 費用 

 (1) 大会参加費は無料とする。 

 (2) 次のように補助金を支給する。ただし、引率教員への補助は行わない。 

  ① 交通費は、一定の割合額を補助する。 

  ② 宿泊費は、一定額を補助する。 

13 競技規定 

 (1) 各競技とも課題に併記する。 

 (2) 全工協会のWebページに掲載する。 

14 その他 

  宿泊場所は、各自で手配する。 

15 問合せ 

 (1) 公益社団法人全国工業高等学校長協会 

   （〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-8-1、TEL 03-3261-1500、FAX 03-3261-2635） 

 (2) 大会実行委員長 北海道札幌工業高等学校 校長 諸橋 宏明 

   （〒060-0820 北海道札幌市北区北20条西13丁目、TEL 011-727-3341、FAX 011-727-3344） 

 (3) 大会事務局長 北海道札幌工業高等学校 副校長 佐藤 靖敏 

   （〒060-0820 北海道札幌市北区北20条西13丁目、TEL 011-727-3341、FAX 011-727-3344） 

  ・運営等に関する問合せ   monocon-sakko@hokkaido-c.ed.jp 

  ・競技課題に関する問合せ  monocon-sakko-qa@hokkaido-c.ed.jp 

  ※ 問合せについては、公開している「第26回高校生ものづくりコンテスト全国大会に関する問合せについて」

に基づいて行うこと。 



第27回高校生ものづくりコンテスト全国大会実施要項（案） 

 

１ 趣 旨 

 近年、若者の製造業離れが進み、ものづくりの技術・技能の継承が危ぶまれている。我が国の持続的発展を維

持するためには、産業を支える技術・技能水準の向上を図るとともに、若年技術・技能労働者を確保し、育成す

ることが急務である。 

公益社団法人全国工業高等学校長協会（以下、全工協会という）では、各高等学校で取り組んでいる、もの

づくりの学習成果の発表の場として、全国の高校生が一堂に会して、技術・技能を競い合う全国的な大会を企画

し、実施してきた。 

第12回大会より全国９地区を廻っての開催となり、令和９年度は中国地区において、旋盤作業、自動車整備、

電気工事、電子回路組立、化学分析、木材加工、測量、溶接の８部門で実施する。 

２ 日 程 

 第１日 令和９年11月13日（土）              第２日 令和９年11月14日（日） 

  ９時00分 関係者集合                ８時00分 関係者集合 

  ９時30分 会場等準備                ８時20分 受付 

  12時00分 受付                                     ９時00分 競技開始 

  12時30分 部門ごと打合せ（説明、練習作業等）    11時30分 競技終了、片付け、昼食 

  15時00分 来賓・審査員受付             14時30分 閉会式、記念撮影 

  16時00分 開会式                  15時30分 解散、後片付け 

  17時00分 解散 

３ 会 場 

(1) 開・閉会式  各競技会場 

(2) 競技会場 
部 門 会 場 

旋 盤 作 業 
広島県 広島職業能力開発促進センター ポリテクセンター広島 

〒730-0825 広島県広島市中区光南５－２－65         TEL 082-245-0267 

自 動 車整 備 
岡山県 一般社団法人 岡山県自動車整備振興会 

〒701-1133 岡山市北区富吉5301－８             TEL 086-259-3500 

電 気 工 事 
広島県 広島県立広島工業高等学校 

〒734-0001 広島県広島市南区出汐２－４－75        TEL 082-254-1421 

電子回路組立 
広島県 広島県立広島工業高等学校 

〒734-0001 広島県広島市南区出汐２－４－75        TEL 082-254-1421 

化 学 分 析 
広島県 広島県立広島工業高等学校 

〒734-0001 広島県広島市南区出汐２－４－75        TEL 082-254-1421 

木 材 加 工 
広島県 広島県立広島工業高等学校 

〒734-0001 広島県広島市南区出汐２－４－75        TEL 082-254-1421 

測 量 
広島県 広島県立広島工業高等学校 

〒734-0001 広島県広島市南区出汐２－４－75        TEL 082-254-1421 

溶    接 
岡山県 岡山県立岡山工業高等学校 

〒700-0013 岡山県岡山市北区伊福町４－３−92        TEL 086-252-5231 

 

４ 主 催 公益社団法人全国工業高等学校長協会 

５ 主 管 中国地区高等学校工業教育研究会 

６ 共 催 広島県教育委員会 岡山県教育委員会 鳥取県教育委員会 島根県教育委員会 山口県教育委員会 

   広島市教育委員会 岡山市教育委員会 （申請予定、順不同） 

７ 後 援 文部科学省  経済産業省  厚生労働省  国土交通省  農林水産省  

(公財)産業教育振興中央会  (公財)日本自動車教育振興財団  中央職業能力開発協会  

(一社)日本溶接協会       （申請予定、順不同） 
８ 参加資格 
(1) 全工協会会員校に在籍し、卒業後の進路先を報告できる生徒であること。 
(2) 独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済に加入していること。 

※主催者側では産業教育振興中央会賠償責任保険、産業教育振興中央会傷害保険に 
加入します。 

 
 
 
 

３ 
 



９ 競技部門及び生徒 
(1) 競技部門及び出場選手数 

部 門 
出場選手数 

各地区選出 開催地選出 計 
旋 盤 作 業 
自 動 車 整 備 
電 気 工 事 
電子回路組立 
化 学 分 析 
木 材 加 工 
測 量 
溶 接 

９ 
９ 
９ 
９ 
９ 
９ 

２７（９組） 
９ 

１ 
１ 
１ 
１ 
１ 
１ 

３（１組） 
１ 

10 
10 
10 
10 
10 
10 

30（10組） 
10 

合 計  90名  10名  100名 
(2) 出場者の決定 
 ① 出場者は、全工協会が組織する全国９地区及び開催地の校長会から推薦された生徒とする。その選出 
方法は、当該校長会に一任する。 

 ② 各地区及び開催地から推薦できる出場者を、令和９年９月10日（金）までに、所定の用紙を用いて 
大会実行委員長まで報告すること。 

10 表 彰 
(1) 各賞 

表彰は部門ごとに行うものとし、全工協会理事長賞を授与する。ただし、各省庁、(公財)産業教育振興 
中央会については申請予定。 
また、各部門第１位から第３位までは、評価結果を公表し表彰する。それ以外は総合点だけ公表する。 

(2) ジュニアマイスター顕彰制度の得点対象 
各部門第１位から第３位は、ジュニアマイスター顕彰制度の得点として申請することができる。 

(3) 敢闘賞 
各部門第４位以下については、敢闘賞を授与する。 

11 審 査 
(1) 審査基準の策定と公表 
 ① 審査基準は、事前に策定し公表する。 
 ② 審査員は、審査基準にしたがい審査判定する。 
 ③ 同点の場合の優先順位は、あらかじめ協議しておく。 
(2) 審査員 

 審査員は、企業の技術者、学識経験者などに委嘱するものとし各部門３名を基本とする。 
12  費 用 
(1) 大会参加費無料 
(2) 補助金 
 ① 交通費 一定の割合額を補助する。 
 ② 宿泊費 一定額を補助する。 
 ③ 引率教員への補助はしない。 

13 競技規定 
(1) 各競技とも課題に併記する。 
(2) 全工協会の Web ページに掲載する。 

14 その他 
宿泊場所は、各自で予約する。 

15 問合せ 
(1) 公益社団法人全国工業高等学校長協会 
   〒102-0072 東京都千代田区飯田橋２－８－１ 
   TEL 03-3261-1500  FAX 03-3261-2635 
(2)大会実行委員長 鳥取県立米子工業高等学校 校長 松川 明義 

〒683-0052 鳥取県米子市博労町４－220 

TEL 0859-22-9211 FAX 0859-22-9212  

(3)大会事務局 広島県立広島工業高等学校 校長 河野 幸浩  

〒734-0001 広島県広島市南区出汐２－４－75  

TEL 082-254-1421 FAX 082-253-3407 

(4)運営等に関する問合せ先  

hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 

(5)競技課題に関する問合せ先 

部 門 問合せ先 部 門 問合せ先 

旋 盤 作 業 hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 化 学 分 析 hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 

自 動 車 整 備 okako10092@gse.okayama-c.ed.jp 木 材 加 工 hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 

電 気 工 事 hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 測    量 hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 

電子回路組立 hiroshima-th@hiroshima-c.ed.jp 溶    接 okako10092@gse.okayama-c.ed.jp 

 
４ 



ジャパンマイコンカーラリー２０２７全国大会 

開催要項 

１  目  的 

マイコンカーラリー競技をとおしてメカトロニクス技術の基礎・基本の習得、自発的・ 

創造的な学習態度の育成を図るとともに、ものづくりによる課題解決型教育を推進し、 

新技術への夢を育む。 

２  主  催 

公益社団法人 全国工業高等学校長協会 

３  主  管 

ジャパンマイコンカーラリー２０２７実行委員会 

４  後  援（予定） 

文部科学省、香川県、香川県教育委員会、高松市、高松市教育委員会 

学校法人片柳学園 東京工科大学 日本工学院専門学校 日本工学院八王子専門学校 

公益財団法人日本自動車教育振興財団 

５  開催日時 

令和 9 年 1 月  9 日（土）受 付 8：00  開 会 式 9：30  予選開始 10：10 

1 月 10 日（日）受 付 8：00    競技開始 8：40  終了予定 15：30  

６  会  場 

高松市総合体育館 

〒760-0066 高松市福岡町 4-36-1  Tel. 087-822-0211 

７  大会運営 

大会は、ジャパンマイコンカーラリー大会運営規則及び各競技規則に基づき実施される。 

８  競技方法 

(1) Advanced Class、Basic Class、Camera Class（個人戦） 

競技は２台並走のタイムレースとし、４回の予選走行のベストタイムと、成績上位

による決勝トーナメントによって行う。 

(2) 地区対抗団体戦 

抽選によって決められたトーナメントで地区選出代表の対抗戦を行う。Camera－

Basic－Advanced の順に走行を行い、左記に２勝した地区を勝者とする。なお、３戦

で勝敗が決しない場合は、地区対抗団体戦の競技規則により勝敗を決定する。 

(3) その他 

  詳細は、大会運営規則及び各競技規則によるものとする。 



９  参加資格 

原則として、本協会会員校、又は特別支援学校の高等部に在籍し、地区大会において 

代表権を獲得した者。ただし、本協会会員校以外の高校生の出場については、全国大会

参加登録費 3,000 円＋地区大会参加費を納入した者は、特例として参加資格を与えるこ

ととする。 

10  大会参加申込 

(1) 申込期日は、地区ごとに主管校と協議して定める。 

(2) 参加登録は、各地区主管校を通して行う。 

(3) エントリーは一人一台とし、複数台の登録はできない。また、地区大会を含めて 

Advanced Class、Basic Class 及び Camera Class への重複登録はできない。 

(4) 地区対抗団体戦は、個人戦との重複登録はできない。 

11  参加登録費 

(1) 参加登録費は全国大会費用として 2,000 円、及び地区大会参加費の合計金額とし、 

地区大会参加費は各地区にて決定する。本協会会員校以外の高校生は参加登録費と

して 3,000 円及び地区大会参加費を支払うものとする。 

(2) 地区大会事務局は、地区大会参加者名簿を作成し、参加登録台数×2,000 円（本協 

会会員校以外は 3,000 円）を、実行委員会が指定した口座に指定した日までに振り

込むものとする。 

12  全国大会パックツアー（今後検討していく予定） 

事務局から、ホテル等の宿泊及びホテルと会場の送迎バスがセットになった全国大会

パックツアーの斡旋を行う。選手及び引率教員は、交通機関の遅延等に包括的に対応す

るため、出来る限りパックツアーを利用すること。 

13  そ の 他 

(1) マシンは各競技規則に基づき、指定された部品で製作されたものとする。 

(2) 大会運営規則、各競技規則が予告なく改訂されることがある。 

(3) 大会にエントリーした者は、本協会及び本実行委員会又はこれに認められた報道機 

関等が撮影した参加者及びマシンの写真及び映像について、各種メディアで使用す

ることを許可し、その権利を主張しないものとする。 

(4) 大会にエントリーした者は、地区、所属校、学科、学年、氏名、カーネーム又はそ 

れに準ずるものを公式データとして取り扱い、公表することを了承したものとする。 

 

 



 

 

第２４回高校生技術･アイディアコンテスト全国大会実施要項 
 
 1 目 的 現代の工業技術の進展に伴い、これからは技術的課題を改善するだけでなく、身に付けた知識、技術及び技能 

を活用して、ものづくりができる創造的な能力と実践的な態度の育成が求められている。 
本事業を通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な態度  

            を育てる。 
 

 2 主 催   公益社団法人 全国工業高等学校長協会 
 
 3 後 援 文部科学省、厚生労働省、経済産業省、特許庁 （いずれも申請予定） 
 
 4 募 集 期 間 令和8 年１１月２日(月)～令和8 年12 月22 日(火) 
 
5 応 募 資 格  全工協会会員校の生徒（個人、グループのいずれでも可） 

            
 6 発 表 令和9 年1 月21 日（木） 
             全工協会ホームページにて発表する。 
 
 7 表 彰 部活動部門、課題研究部門としてそれぞれに 

(1) 最優秀賞（１点）、優秀賞（１点）、理事長特別賞（１点）…賞状を授与する。 
(2) 佳作…賞状を授与する。 
(3) 賞状は後日発送する。  

 
 8 特 典 入賞作品はジュニアマイスター（JM）顕彰制度の得点になる。 

ただし、グループで入賞した場合は、応募時に参加者名簿に登録した 5 名以内が申請の対象になるものとし、後
日の名簿変更は不可とする。 

         注：JM 顕彰への申請締切りが 1 月 29 日（金）となっています。申請を予定される学校は 
申請を忘れずにお願いいたします。 

 

 9 応 募 方 法 以下の 2 点を募集期間内に次のとおりに行う。 
(1) ① 応募書類は協会ホームページよりダウンロードし、内容は 3 ページ以内に収めること。 

② 作品を研究、製作するにあたり、先行事例や参考・引用するような文献があった場合は、先行事例名、 
参考文献、引用文献、出典を明らかにすること。（例：インターネット等からの引用の場合、HPアドレス等） 

③ チェックシートを提出すること。（チェック項目を確認し、１～７にレ点が入らなければ応募できません） 
                   ④ グループで応募の場合は、応募時に参加者名簿を登録する。 

(2) ① ファイル形式は MPEG とし、ファイルサイズは 200ＭＢまでとする。 
② 時間は 1分以内 に収め、目的・原理・機能・動作・セールスポイントを必ず含めること。 
③ ファイルの形式やサイズ、動画時間が指定外の場合は対象外とする。 

  
 
 
 
 
 
10 審 査 (1) 外部審査員を含む審査委員会による。 
 (2) 従来にない新しいアイディアが盛り込まれているもの。（商品化、特許認定等がなされていない） 
 (3) 工業製品を原則とする。（理論、方法など実体の無いものは不可） 
 (4) 工業製品の部品でもよい。（例 自動車のバックミラー、ドアの鍵など） 
 (5) 試作品が完成していること。 
 (6) 作品について 

①過去１年以内に開発、製作したものを原則とする。 
              ②過去１年以内に発表したものを原則とする。  
 
11 そ の 他   (1) 入賞者への賞状の記名は複数の場合、グループ名又は代表生徒5 名までとする。 

(2) 募集期間後の応募書類、参加者の変更はできないので留意すること。 
(3) 応募の際に知り得た個人情報は、本大会に関わる事以外には使用しない。 

 
12 応 募 及 び 公益社団法人 全国工業高等学校長協会 
   問 合 せ先 〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-8-1 TEL 03-3261-1500 FAX 03-3261-2635 
       

応募方法の詳細については、１０月下旬に本協会のホームページに掲載します。ご確認いた
だき、応募期間中に応募してください。なお、Google アカウントが必要になりますので、ご承
知おきください。 



令和９年度(2027年度)全国工業高等学校長協会 

第75回研究協議会 北海道大会 開催要項（案） 

大会テーマ「     未     定     」 

 

１ 目  的  全国の工業科設置高等学校の校長が一堂に会し、当面する高等学校におけ

る工業教育の諸問題について研究協議を行い、我が国高等学校の工業教育の

改善及び振興を図る。 

 

２ 主  催  公益社団法人全国工業高等学校長協会 

 

３ 後  援  北海道（予定） 

        北海道教育委員会（予定） 

        北海道産業教育振興会（予定） 

        公益社団法人日本教育公務員弘済会北海道支部（予定） 

        北海道の工業教育を推進する会（予定） 

        一般財団法人札工振興会（予定） 

 

４ 主  管  北海道工業高等学校長会（北海道高等学校長協会工業部会） 

 

５ 期  日  令和９年(2027年)10月21日（木）～22日（金） 

 

６ 会  場  ホテルライフォート札幌 ２階「  未定  」 

         〒064-0810 北海道札幌市中央区南10条西１丁目1-30 

         電話 011-521-5211(代表） 

 

７ 参加料等  参加費    6,000円   資料費 2,000円 

  （予定）  教育懇談会費 9,000円   昼食費 1,500円 

 

８ 日  程 

時間 

月日 

                        

９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

 

10/21 

（木） 

 

 
受 

付 
理事会  

受 

付 

開会行事 

文科省講話等 

研究協議 

（その１） 
 教育懇談会  

 

10/22 

（金） 

 

受

付 
講演 

研究協議 

（その２） 

昼 

食 

研究協議 

（その３） 
 

 

 

 

閉

会

行



９ 次  第 

 ［第１日 令和９年(2026年)10月21日（木）］ 

  Ⅰ 開会行事 13:00～13:50 

   １ 開会の辞 

   ２ 国歌斉唱 

   ３ 理事長挨拶 

   ４ 大会会長挨拶 

   ５ 来賓祝辞 

   ６ 来賓紹介 

   ７ 祝電披露 

   ８ 閉会の辞 

  Ⅱ 文部科学省講話等 14:00～14:50 

  Ⅲ 研究協議（その１） 15:00～17:00 

   １ 調査研究部報告 

   ２ 本協会事業の取組・意見交換 

 

 ［第２日 令和９年(2026年)10月22日（金）］ 

  Ⅳ 講演 9:00～10:30 

     演題 「 未定 」 

     講師  （未定） 

  Ⅴ 研究協議（その２） 10:50～11:50    ※ 前年度、当該年度、次年度開催地 

    地区提案協議Ⅰ              区を除く６地区から発表 

  Ⅵ 研究協議（その３） 13:00～14:00 

    地区提案協議Ⅱ 

      質疑応答 

  Ⅶ 閉会行事 14:30～15:00 

   １ 開会の辞 

   ２ 理事長挨拶 

   ３ 大会会長挨拶並びに次年度開催地区の指名 

   ４ 次年度開催地区代表挨拶（中国地区） 

   ５ 閉会の辞 

 

10 教育懇談会 

   日時 令和９年(2026年)10月21日（木）18:00～20:00（予定） 

   場所 ホテルライフォート札幌 ２階「  未定  」 

       〒064-0810 北海道札幌市中央区南10条西１丁目1-30 

       電話 011-521-5211(代表） 

   会費  9,000円（予定） 

 

11 大会事務局  全工協会第75回研究協議会北海道大会事務局 

          実行委員長 北海道札幌工業高等学校 校 長 諸橋 宏明 

 (moro@hokkaido-c.ed.jp) 

          事 務 局 長 北海道札幌工業高等学校 副校長 佐藤 靖敏 

(y_sato@hokkaido-c.ed.jp) 

           〒060-0820 札幌市北区北20条西13丁目 電話 011-231-4111 



第 36 回全国産業教育フェア佐賀大会 

 

 

 

「第 34 回全国高等学校ロボット競技大会佐賀大会」 

募集要項 

 

１ 趣 旨 

     全国の専門高校等で学ぶ生徒が、ロボット競技大会への参加を目指し、仲間と協力しながら自由な発

想で工夫を凝らし、創造力を発揮してロボットを製作する。また、その取組の過程をとおして、ものづくり

の技術・技能を習得し、次世代を担う技術者としての資質を向上させる。 

 

２ 出場資格 

工業に関する学科に在籍する高校生で構成されたチームとする。ただし、その他の学科からの参加申

込みがあれば別途検討する。なお、チームは学校単位で構成し、1 チーム 5 名以内、同一校からの出場は

2 チーム以内とする。 

 

３ 日 程 

   令和 8 年 10 月 24 日（土） 8：15～16：45 受付、招集、公式練習、開会式、競技者会議 

   令和 8 年 10 月 25 日（日） 8：50～16：00 招集、競技、競技者交流会、閉会式 

 

４ 会 場 

   ＳＡＧＡサンライズパーク ＳＡＧＡプラザ 大競技場 

〒849-0923 佐賀市日の出 1 丁目 21‐15 TEL 0952-32-2131 

 

５ 競技内容 

   「第 34 回全国高等学校ロボット競技大会佐賀大会実施規則」による。（別紙） 

 

６ ロボットの輸送、搬入及び搬出 

 (1) これらについては、大会ＨＰに掲載する。 

 (2) 業者等に委託して輸送する場合は、ロボットを梱包すること。 

 (3) 搬入するロボットは、原則として梱包のまま保管できるものとすること。 

 (4) 競技大会終了後のロボットの梱包及び搬出は出場チームが行うこと。 

 (5) プラカードは出場チームが準備すること。なお寸法については大会ＨＰに掲載する。 

 

７ 交通費、宿泊費及び輸送費等 

 (1) 競技に係る生徒及び引率者の交通費、宿泊費は、出場チームの負担とする。 

     なお、宿泊希望者については、大会ＨＰに掲載する「宿泊要項」により宿泊先を斡旋する。 

 (2) ロボットの製作費及び輸送費等は、出場チームの負担とする。 

 (3) 競技用に係る消耗品等の費用は、出場チームの負担とする。 

 

８ 申込方法 

(1) 各都道府県教育委員会・政令指定都市教育委員会は本要項に基づき、それぞれの入力フォームにアク

セスし、必要事項を記入して申し込む。申込書（様式６－１、様式６－２）は大会ＨＰからダウンロードし

各入力フォームに添付すること。 



  ア 仮申込みは、令和 8 年 6 月 1 日(月)から 6 月 5 日(金)の期間中に、下記の入力フォームにアクセス

し必要事項を記入の上、様式６－１を添付すること。 

       ＜仮申込受付フォーム＞ 

 

      https://logoform.jp/form/jbBd/1434995   

 

 

 

  イ 本申込みは、令和 8 年 8 月 31 日(月)から 9 月 4 日(金)の期間中に、下記の入力フォームにアクセス

し必要事項を記入の上、様式６－２により一括して申し込むこと。 

       ＜本申込受付フォーム＞ 

 

https://logoform.jp/form/jbBd/1438951 

 

 

 

  ウ 仮申込チーム数が 96 チームを超えた場合、各都道府県の本申込みを制限する。その場合、本申込    

みの期間前に、調整後の申込台数を関係各教育委員会宛に連絡する。 

 

 (2) 提出書類の作成に当たっては、参加生徒の氏名、肖像等の個人情報を大会要項等に掲載し公開する 

     ことがあるので、本人の了解を得ること。 

 

 (3) 問合せ担当校 

学  校  名 所  在  地 
校   長 

担 当 者 

 

佐賀県立 

佐賀工業高等学校 

 

〒840-0841 

 佐賀県佐賀市緑小路 1 番 1 号 

 TEL 0952-24-4356  FAX 0952-25-7043  

 E-mail：saga2026robot@education.saga.jp 

 

校  長 岩本 憲政 

担当者 尊田 泰信 

 

９ 問合せ方法 

  問合せは、下記入力フォームにより行う。回答は後日Ｑ＆Ａとして大会ＨＰで公開する。 

        ＜問合わせフォーム＞ 

 

https://forms.office.com/r/BskH2kTGhR   

 

 

 

10 実行委員会事務局 

  第 36 回全国産業教育フェア佐賀大会実行委員会事務局本部 

  （佐賀県教育委員会事務局学校教育課内） 

  〒840-8570 佐賀市城内一丁目 1 番 59 号 

  TEL 0952-25-7228  FAX 0952-25-7286 

  大会ＨＰ https://sanfair-saga2026.jp/ 

 

 

https://logoform.jp/form/jbBd/1434995
https://logoform.jp/form/jbBd/1438951
mailto:saga2026robot@education.saga.jp
https://forms.office.com/r/BskH2kTGhR
https://sanfair-saga2026.jp/






Ⅴ 海外研修の概要 

第26回高校生海外研修実施報告概要 

(タイ王国研修) 

 

第26回高校生海外研修団長 須田 孝之 

  神奈川県立磯子工業高等学校長 

 

１  はじめに 

 全国工業高等学校長協会が主催する「高

校生海外研修」は、今年度で第26回を迎え

た。研修先は台湾なども視野に入れ検討した

が、昨年度に引き続き、親日国と知られ、安

全性が高く日本との歴史的・経済的つながり

も深いタイ王国にて実施した。タイ王国は、

独自の伝統的文化や歴史的建造物が存在する

だけでなく、数多くの日系企業が進出し、ア

ジアにおけるものづくり・産業の拠点として

の役割を果たしている。工業高校生が異文化

に触れるとともに、最先端の技術や海外での

産業振興を学ぶ海外研修先として教育的にも

極めて有意義な地である。 

 今回の研修では、これまでの実施成果や反

省点をふまえ、出発前および現地での指導体

制に新たなアプローチを取り入れた。出発前

に「研修目標の明確化」と「タイ王国の事前

調査」および「国内事前研修」を徹底して実

施した結果、生徒一人ひとりの研修に臨む意

識が飛躍的に高まり、出国前から研修団とし

てのチーム全体の結束も強固なものとなっ

た。各研修先では生徒から積極的な質問が相

次ぎ、例年以上に実り多い海外研修となっ

た。 

 

２ 第26回高校生海外研修実施要項 

（1）研修期間（8日間） 

令和8年7月 18日(土）～7月25日(土) 

（2）研修地 

 ◯日本国内  

（株）ロクイチHICity RACING 

（プロバイクレースチーム） 

◯バンコク市内 

   ワット・アルン(暁の寺）、ワットポー、

王宮（外観）、ワット・プラケオ（エメ

ラルド寺院）、ワット・パクナム、 

アイコン アイサム、国立博物館、 

FANUC Thailand Ltd.、泰日工業大学

Thai-Nichi Institute of Technology、 

安川電機タイランド、メークローン線路

市場、ダムヌンサドゥアク水上市場、 

マハナ コン スカイウォーク 

◯アユタヤ市内 

日本人町跡、ワット・マハタート・ワッ

ト・プラシーサンペット 

（3）宿泊地 

◯国内 東横イン羽田空港2（1泊） 

◯パンコク市内  

Jasmine Grande Residence（5泊） 

◯機内 （1泊） 

（4）参加費および補助 

  5万円、自宅から羽田空港までの交通 

費、パスポート申請料、燃油サーチャー

ジ、空港使用料、空港税、海外保険等は

個人負担（但し、航空運賃、宿泊費、食

事等の経費は全工協会が負担）  

 

３ 研修参加者の構成 

 参加生徒は22名、3年（男子6名、女子4

名）、2年（男子8名、女子4名）、 

引率教員は、国際化事業推進委員長 須田

孝之（神奈川県立磯子工業高等学校校

長）、釼持幸来（神奈川県立磯子工業高等

学校実習助手）、湯澤修一（全国工業高等

学校長協会事務局長）の3名が同行した。 

 

４ 以前の研修との主な違い・改善点 

【本年度研修の3つの特徴】 

①出発前の研修目標の明確化： 事前指導

において、生徒各自が「何を学び、持ち

帰るか」という研修目標を明確に設定さ

せてから参加させたため、研修全体に対

する学習意欲と意識が格段に高まった。 

②出国前の国内事前研修の強化： 結団式

及び出国前の国内研修プログラムを実施



したことで、出発時点で生徒間の団結力

とグループワークの意識が向上した。 

③主体的な研修・積極的な質疑応答： 訪

問研修先（企業・大学）のすべてにおい

て、生徒から主体的かつ深い質問が活発

に飛び交い、現地関係者からも高く評価

される非常に有意義な研修となった。 

 

５ 活動内容 

【1日目】7月18日(土)  

結団式・国内事前研修 

日本工学院専門学校蒲田キャンパスにて

結団式を執り行った。全国から選抜された

生徒たち22人が顔を合わせ、全工協会理事

長挨拶、団長挨拶、生徒代表宣誓を行っ

た。その後、本年度の重点取組のひとつで

ある「国内事前研修」を実施した。全日程

や研修目標の再確認､諸注意に加え、（株）

ロクイチHICityRACINGで視察研修を行うこ

とで研修団のチームビルディングを行っ

た。出国前に全員が目標を共有し､互いに打

ち解けたことで、強固な団結力が形成され

た。終了後、空港近くのホテルへ移動し前

泊した。 

 

事前研修後の羽田空港付近 

 

【2日目】7月19日(日)  

出国手続きで若干のトラブルがあったも

のの、羽田空港より機内へ乗り込み、バン

コクへ向けて出発した。夕刻にバンコク・

スワンナプーム国際空港に無事到着。現地  

ガイドと合流し、専用バスにて夕食会場へ

と向かった。夕食時には結団式・事前研

修で深まった団結力もあり、和気藹々と

した雰囲気の中で現地での最初の食事を

楽しんだ。 

【３日目】7月20日(月)  

3日目はバンコク市内の代表的な寺院を

巡り、歴史や建築について学んだ。 

渡し舟で川を渡り、川沿いに立つワット・

アルンを見学したほか、巨大な涅槃仏で有

名なワット・ポー、そして天井画が美しい

ワット・パクナムを訪れた。特に王宮敷地

内にあるワット・プラケオ（エメラルド寺

院）では、翡翠の一塊から削り出された本

尊のエメラルド仏や、色ガラスのモザイク

と金箔で埋め尽くされた壮麗な本堂をじっ

くりと見学した。 

各見学先では、タイの寺院に見られる3つ

の建築様式やその見分け方を現地ガイドか

ら教わった。生徒たちは単に見物するだけ

でなく、工業高校生ならではの視点で、重

層屋根の構造や外壁の装飾技術、施工の精

密さなどに興味津々な様子で観察してい

た。夕食時には、美しい伝統衣装を着たダ

ンサーによるタイの伝統舞踊を観覧し、生

徒達も一緒にダンスを楽しんだ。 

 

王宮 

 

【４日目】7月21日(火)  

午前中はFANUC Thailand Ltd.を訪問

し、2班に分かれて会社概要説明、工場、

マシニングセンタ、産業用ロボット、保守

部品倉庫を見学した。 

生徒たちは人と共に作業する協働ロボット

に高い関心を寄せて熱心に見入っていたほ



か、全種類の保守部品が完全にストックさ

れている管理体制に大変驚いていた。質疑

応答では､当初緊張から口数が少なかった

ものの、次第に緊張が解け、フィジカルAI

に関する専門的な疑問や、高校生ならでは

の率直で鋭い質問を投げかける姿が見られ

た。また、ご用意いただいた昼食のお弁当

も大変美味しく、一同大満足だった。 

午後はワット・サマーン・ラッタナーラ

ームへ移動し、巨大なピンクガネーシャを

見学した。現地ガイドからネズミの像を通

した独特の参拝方法を教わり、生徒たちは

それぞれ思いを込めて願い事をしていた。 

 
FANUC Thailand Ltd. 

 

【５日目】7月22日(水)  

午前中は泰日工業大学（TNI）を訪問した。 

TNIのオープニングセレモニーでは、生徒各

自ができる限りの英語力で堂々とスピーチを

披露した。その後の授業では「仮想マシン」

について英語で学び、専門講義に圧倒されつ

つも、語学力に加え背景となる技術的知識の

大切さを痛感した様子だった。 

校内見学や交流セッション、美味しいタイ

料理のランチを通じて学生と親交を深めた。

現地で学ぶ日本人学生の参加もあり、海外留

学を身近に感じる貴重な機会となった。 

午後は国立博物館を訪れ、生徒たちはタイ

の歴史や時代ごとに異なる仏像の特徴を熱心

に学んだ。特に館内に日本の仏像が多く展示

されていたことには大変驚いていた。 

研修も終盤を迎え、生徒たちからは「タイ

もあと2日だ」と名残を惜しむ声が聞かれ始

めた。先端技術と異文化を肌で吸収し、大き   

く視野を広げる一日となった。 

 

泰日工業大学 

【６日目】7月23日(木) 

安川電機タイランドへの企業視察と、世界

遺産アユタヤの歴史見学を実施した。 

午前中は安川電機を訪問し、会社概要やロ

ボットの基本説明を受けた後、実機見学とロ

ボットのティーチングの実習を体験した。専

門分野以外の生徒も自らの手でロボットを動

かすことで技術を身近に感じ、ショールーム

での溶接実演にも強い興味を示していた。社

員の方々が同郷の生徒に気さくに声をかけて

くださるなど、温かく迎えていただいた。ま

た、用意された美味しい昼食やおやつに喜ぶ

生徒たちの笑顔も印象的だった。FANUCに続

き、各社の特色や強みの違いを肌で感じる貴

重な学びとなった。 

  
 安川電機でロボットのティーチング 

 

午後はアユタヤへ移動し、日本町跡、ワッ

ト・マハタート、ワット・プラシーサンペッ

トを見学した。生徒たちは教科書などで見た

風景に歓声を上げつつ、日本とタイの歴史的

な深いつながりやアユタヤ繁栄の背景を学ん

だ。これまでの見学の成果もあり、時代背景

による仏像の表情の違いをしっかりと捉えて



いた。 

初めてスコールにも見舞われたが、南国な

らではの貴重な体験となり、学びの多い一日

となった。 

 

アユタヤ ワット・マハタート 

 

【７日目】7月24日(金) 

現地最終日は、タイの庶民の日常と近代的

な大都市の景観を体感する研修を実施した。 

電車の到着時刻に合わせ、朝7時に宿を出

発してメークローン線路市場へと向かった。

活気ある市場の雰囲気を通じてタイの庶民的

な暮らしに直接触れるとともに、列車通過に

合わせて店主たちが一斉に商品や日よけを片

付ける、テレビ等でおなじみの光景を間近で

見学することができた。その後、ダムヌンサ

ドゥアク水上市場を訪れ、買い物を楽しん

だ。 

午後はマハナコン・スカイウォークを訪れ

た。午前中の下町情緒とは打って変わり、タ

イで一番高い近代的な超高層ビルの屋上を体

験した。足元に広がる大パノラマに圧倒され

ながら、生徒たちはバンコク全体を一望する

素晴らしい景色を堪能した。 

本日の研修を通じても、タイの歴史的な側

面、近代的な側面、そして庶民的な側面の多

様さを実感するとともに、現地の人々の温か

さや優しさに触れることができた。 

その後、名残を惜しみつつ空港へ移動し、

深夜便にて帰国の途に就いた。 

【８日目】7月25日(土) 

タイ・バンコクを出発した復路の航空便

は、発生していた台風の影響によりフィリピ

ン方面へと大きく迂回するルートをとった。

飛行中は多少の揺れを感じる場面もあり、予

定よりやや遅れて朝6時 30分頃に無事羽田

空港へ到着した。 

到着後は、生徒各自の地元へ戻るための国

内線乗り継ぎ便や新幹線の出発時刻の関係を

考慮し、空港内にて簡単に解散式を行った。 

全国各地から選抜されて集まり、濃密な研

修期間を共に過ごした仲間たちだけに、「次

にいつ再会できるかわからない」とお互いに

別れを惜しんでいる姿が大変印象的だった。

長旅とフライトの後にもかかわらず、生徒た

ちにはあまり疲れた様子は見られなかった。

全員が充実感と達成感に満ちた晴れやかな表

情でそれぞれの帰路に就いた。 

 

６ おわりに 

全日程を通じて大きな事故や体調不良を訴

える生徒が一人も出ず、無事に全行程を終了

できたことを何より嬉しく思う。 

今年度からの新たな取り組みとして、出発

前に生徒各自が研修目標を設定した。この事

前指導が功を奏し、企業視察や大学での積極

的な質問はもちろん、現地の方々や仲間へ自

ら進んで声をかけるなど、極めて主体的な研

修態度へとつながった。 

全国から選抜された生徒たちだけに規律や

マナーの意識が非常に高く、飛行機に乗るの

が初めてという生徒が数名いたものの、行動

面での不安は一切なく、終始安心して引率す

ることができた。何より嬉しかったのは、こ

れまで将来に「海外」という選択肢を持って

いなかった生徒から、「留学も視野に入れて

考えてみたい」という前向きな声が聞かれた

ことだ。また、街中や研修先で出会ったタイ

の人々は非常に温かく親切で、その優しさに

触れたことも生徒たちの心を大きく開くきっ

かけとなったと思う。 

多感な高校生という時期に、タイの地で異

文化や人々の優しさに触れ、仲間と多様な経

験を重ねたことは、彼らの人生において極め

て有意義でかけがえのない財産になると確信

している。 



 

令和８年７月２日 

令和８年度 第１５回全国工業教育指導者養成講習会実施要項 

１ 主 催 者  公益社団法人 全国工業高等学校長協会(以下、全工協会という) 

２ 目  的  現状を改革し、将来の工業教育を創造できる指導者を育成する。 

３ 内  容  講義、グループ討議、実地見学等を通して工業教育に関しての内容を研修する。 

４ 後  援  公益財団法人 産業教育振興中央会 

５ 期  間  令和 8年 7月 26 日(日)～8月 1日(土)の 7日間 

６ 日  程  研修日程（原則以下のとおり） 

(1)① 9:00 ～ 10:30（休憩 10:30～ 11:00） 

②11:00 ～ 12:30（休憩 12:30～ 13:30） 

③13:30 ～ 15:00（休憩 15:00～ 15:30） 

④15:30 ～ 17:00（質疑 17:00～ 17:30） 

(2)実地見学 千葉県担当 

(3)講師については社会の動向等により変更することもある。 

７ 対 象 者  以下の資質等を備えた各地区工業高等学校長会から推薦された者(参加者の資質等) 

(1) 全工協会の会員校の教諭で、原則として 32歳以上で 6年以上の教職経験を有し 

40代半ばまでの者 

                  (2) 工業教育に熱心で、講習会の研修すべてに参加できる気力と体力を有する者 

                  (3) 工業系に属し、工業教育を牽引できる指導者としてふさわしい者 

８ 参加人数  全国 9地区代表 24名 

９ 会    場  工業教育会館 

10 費    用  所属校からの交通費、宿泊費、研修費は全工協会で負担。食事代は自己負担 

11 宿泊場所  京王プレッソイン東京九段下（食事なし） TEL 03-3511-0202 

        会場まで通うことが可能な場合、宿泊の必要なし（受講中の交通費は全工協会が負担） 

12 研修報告  受講者は研修後、報告書を速やかに作成し、都道府県工業校長会に提出するとともに、 

各都道府県等にて必ず報告会を実施すること。 

13 参加締切  各地区から推薦を受けた受講者は､所属校長の承諾を受けた後、令和 8 年 5 月 15日（金） 

必着で全工協会へ、受講申込書(別紙様式：別添)を提出すること。 

14  そ の 他  受講者は、事前提出課題レポート（別紙）を 7月 1日（水）までに E-mailにて提出 

すること。 

送付先：inaba@zenkoukyo.or.jp 

15 受講申込書提出先・問合せ先   

   〒102-0072 

   東京都千代田区飯田橋 2-8-1  公益社団法人全国工業高等学校長協会 付属工業教育研究所 

   Tel    03-3261-1500     Fax   03-3261-2635              稲葉 保 



研修日程（細部は予告なく変更になる場合があります）        

1日目 

7月 26日（日）           
 

16:00集合 

17:00～ 

集合時間厳守 飯田橋・工業教育会館（場所:２階ホール）受付、説明等 

京王プレッソイン東京九段下（宿泊場所）移動 

 

2日目 

7月 27日（月） 

9:00～9:20 開講式（理事長挨拶）と（来賓・産振中央会専務理事挨拶） 

受講生代表挨拶 

9:20～9:30 会場準備 

9:30～10:30 

（60分） 

＜講話①＞「工業教育を担う皆さんへ ～工業教育と歩んだ 40 年を振り返って～」 

                    全工協会 東 秀行 理事長 

10:30～10:45 質疑応答･お礼の言葉（10分）＜休憩＞（5分） 

10:45～12:05 

（80分） 

＜講話②＞「工業教育の推進に向けて」 

国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官 

（文部科学省初等中等教育局参事官（高等学校担当）付産業教育振興室教科調査官） 

                           内藤 敬 氏 

12:05～12:15 質疑応答･お礼の言葉（10分） 

12:15～13:30 教育懇談会① 昼食・休憩 

13:30～15:30 

（120分） 

＜講義①＞「人間関係づくり・高校生のコミュニケーション」 

学校法人弘徳学園豊岡短期大学副学長・こども学科教授 原田 敬文 氏 

15:30～15:50 質疑応答･お礼の言葉（10分）＜休憩＞（10分） 

15:50～16:50 

（60分） 

＜討議・演習①＞（事前課題について） 

  担当 実行委員会の校長先生方 

16:50～ 諸連絡 

 

3日目 

7月 28日（火） 

9:00～10:30 

（90分）  

＜講義②＞「ダイバーシティとリーダーシップ」 

(株)博報堂 テーマビジネスデザイン局ビジネスプロデューサー 野口 真理子 氏  

10:30～10:50 質疑応答・お礼の言葉（10分）＜休憩＞（10分） 

10:50～12:20 

（90分） 

＜講義③＞「人材育成における「失敗」の見守り方」 

         東陽電気工事株式会社 代表取締役 石川 格子 氏 

12:20～12:30 質疑応答・お礼の言葉（10分） 

12:30～13:30 ＜昼食･休憩＞（60分） 

13:30～16:30 

（180分）  

＜講義④＞「学校組織マネジメントの理論と実践」 

国士舘大学 名誉教授 北神 正行 氏 

16:30～16:40 質疑応答･お礼の言葉（10分）     

16:40～ 諸連絡 



4日目 

7月 29日（水） 

7:50 7:50工業教育会館集合、8:00出発（貸切バス利用） 

9:00～11:15 

 
 

＜実地見学①＞（講演・見学Ⅰ）概要 

（１）講演「半導体が支える未来社会と人材育成」 教授 菅 洋志 氏 

（２）千葉工大学  概要説明・見学 

11:15～11:20 質疑応答・お礼の言葉（5分） 

11:20～13:55 ＜移動・昼食･休憩＞ 昼食：三井アウトレットパーク 

13:55～16:30 ＜実地見学②＞（見学Ⅱ）概要 

（３）アクアライン事業所見学 概要説明・見学 

質疑応答・お礼の言葉（5分） 終了後、「海ほたる」自由見学 

17:30 工業教育会館 解散 

5日目 

7月 30日（木） 

9:00～ 12:00

（180分）  

＜講義⑤＞「学校教育の転換期 －これからの時代に求められる資質・能力－」 

横浜国立大学 名誉教授 髙木 展郞 氏 

12:00～12:10 質疑応答・お礼の言葉（10分） 

12:10～13:10 事務連絡等 ＜昼食･休憩＞（60分） 

13:10～14:10 

（60分） 

＜講義⑥＞「工業高校における知財学習導入事例とその展望」 

   独立行政法人工業所有権情報・研修館 知財人材部 部長代理 蓮池 睦人 氏 

14:10～14:25 質疑応答・お礼の言葉（10分）＜休憩＞（5分） 

14:25～15:25 

（60分） 

＜講義⑦＞「東京都の工業教育（教務手帳の電子化）」 

           東京都立北豊島工科高等学校 主幹教諭 福田 健昌 氏 

15:25～15:45 質疑応答・お礼の言葉（10分）＜休憩＞（10分） 

15:45～16:50 ＜討議・演習②＞（工業教育の現状と課題） 

 課題は当日発表    担当 実行委員会の校長先生方 

16:50～17:00 受講生から感想・お礼の言葉 

17:00～ 諸連絡 

6日目 

7月 31日（金） 

9:00～11:00 

（120分） 

＜講義⑧＞「高等学校をめぐる法律と政策」 

                放送大学学園 理事長 髙橋 道和 氏 

11:00～11:20 質疑応答･お礼の言葉（10分）、＜休憩＞（10分） 

11:20～11:50 ＜講義⑨＞「人工筋肉型関節サポータの研究と特許申請について」 

        千葉県立京葉工業高等学校 実習助手 森下 広幸 氏 

11:50～12:00 質疑応答･お礼の言葉（10分） 

12:00～13:00 ＜昼食・休憩＞（60分） 

13:00～16:40 ＜討議･演習③＞    サブテーマの検討、まとめと発表 

担当 実行委員会の校長先生方 （途中休憩 15分） 

16:40～16:50 感想の言葉・お礼の言葉（10分） 

17:30～19:30 教育懇談会② 本格イタリアン「トリノ」 



７日目 

8月 1日（土） 

 

9:00～11:00 

（120分） 

＜講義⑩＞「探究を実現するＰＢＬとＰＢＬに適した評価方法」   

金沢工業大学 扇が丘キャンパス 基礎教育部 教職課程 教授 木村 竜也 氏 

11:00～11:30 質疑応答･お礼の言葉（10分）、＜休憩＞（20分） 

11:30～13:00 閉講式・写真撮影（終了後、解散） 

理事長挨拶、来賓挨拶、受講修了証授与、受講生代表挨拶 

13:00～16:30 選択研修①（希望者のみ 東京都文化財めぐり、博物館見学等） 

 



令和８年度夏季講習会実施報告書　

付属工業教育研究所

OL :オンライン ：定員超過開講 ：中止（閉講）

OD :オンデマンド ：定員未満開講 ：選考人数調整

講座
番号

整理
番号

講習会名 実　施　団　体
定員下限

赤:団体希望
定員上限

応募者数
(確定値)

欠席者数 開講/中止

1 2 品質管理セミナー入門コース（2日間） 一般財団法人 日本規格協会 5 10 8 開講

2 4 初めてのプリント基板作成（中部会場） 株式会社バイナス① 3 8 7 1 開講

3 4 初心者向けPLCチャレンジ！（中部会場） 株式会社バイナス② 3 10 16 1 開講

4 4 産業用ロボット特別教育（教示）（中部会場） 株式会社バイナス③ 3 10 6 開講

5 4 初めてのプリント基板作成（九州会場） 株式会社バイナス④ 3 8 2 中止

6 4 初心者向けPLCチャレンジ！（九州会場） 株式会社バイナス⑤ 3 10 1 中止

7 4 産業用ロボット特別教育（教示）（九州会場） 株式会社バイナス⑥ 3 10 0 中止

8 4 初めてのプリント基板作成（関東会場） 株式会社バイナス⑦ 3 6 4 開講

9 4 初心者向けPLCチャレンジ！（関東会場） 株式会社バイナス⑧ 3 10 10 1 開講

10 4 産業用ロボット特別教育（教示）（関東会場） 株式会社バイナス⑨ 3 10 10 開講

11 5 生徒に刺さるAI×プログラミング授業 日本工科大学校① 3 8 21 開講

12 5 基礎から学ぶ自動車の鈑金塗装 日本工科大学校② 3 8 11 開講

13 5 いざ、二級建築士 製図模擬試験に挑戦！ 日本工科大学校③ 3 10 0 中止

14 7 MATRIX研修会（名古屋会場） 株式会社アフレル① 3 10 4 開講

15 7 Dobot Magician E6研修会(大阪会場) 株式会社アフレル② 3 7 4 開講

16 8 東京_SOLIDWORKS 超入門 + 企業講演 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業① 3 20 30 1 開講

17 8 東京_SOLIDWORKS 入門・初級 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業② 3 20 37 開講

18 8 東京_SOLIDWORKS 実践 + 認定試験の紹介 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業③ 3 20 29 1 開講

19 8 東京_SOLIDWORKS xDesign + AI の動向 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業④ 3 20 21 開講

20 8 四日市_SOLIDWORKS 超入門 + 企業講演 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑤ 3 20 2 中止

21 8 四日市_SOLIDWORKS 入門・初級 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑥ 3 20 1 中止

22 8 秋田_SOLIDWORKS 歯車講座 + 企業講演 + AIの動向 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑦ 3 20 13 開講

23 8 大阪_SOLIDWORKS 超入門 + 企業講演 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑧ 3 20 12 1 開講

24 8 大阪_SOLIDWORKS 入門・初級 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑨ 3 20 14 1 開講

25 8 大阪_SOLIDWORKS 実践 + ｶﾘｷｭﾗﾑ活用方法 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑩ 3 20 11 1 開講

26 8 大阪_SOLIDWORKS xDesign + AI の動向 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑪ 3 10 3 開講

27 8 佐世保_SOLIDWORKS 超入門 + 企業講演 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑫ 3 20 6 1 開講

28 8 佐世保_SOLIDWORKS 入門・初級 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑬ 3 20 5 1 開講

29 8 米子_SOLIDWORKS 超入門 + 企業講演 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑭ 3 20 3 開講

30 8 米子_SOLIDWORKS 入門・初級 ダッソー・システムズ（株）SOLIDWORKS 事業⑮ 3 20 2 中止→開講

31 9 普通旋盤の入門コース 株式会社小松製作所 小山工場 4 8 8 開講

32 14 機械3DCAD Autodesk Fusion 基礎1（入門） オートデスク株式会社① 3 15 14 1 開講

33 14 機械3DCAD Autodesk Fusion 基礎2（初級） オートデスク株式会社② 3 15 15 1 開講

34 16 第二級陸上特殊無線技士養成課程（東京） 公益財団法人　日本無線協会① 5 20 3 中止→開講

35 16 第二級陸上特殊無線技士養成課程（大阪） 公益財団法人　日本無線協会② 5 20 3 中止→開講

36 17 メカトロニクス基礎　講習会 フエスト株式会社①   3 5 4 開講

37 17 溶接ARシミュレーション　講習会 フエスト株式会社②   3 10 4 開講

38 17 溶接ARシミュレーション　講習会 フエスト株式会社③ 3 10 4 開講

OL 39 17 スマートファクトリー基礎　講習会 フエスト株式会社④   3 10 4 開講

40 18 第１種・第２種電気工事士講習会 東京工学院専門学校 3 10 3 開講

41 19 パナソニックで学ぶドラフター製図 武藤工業株式会社① 4 10 3 中止

42 19 クボタで学ぶドラフター製図 武藤工業株式会社② 4 10 7 開講

43 21 はじめてのオフラインティーチングと協働ロボット体験 ジェービーエムエンジニアリング株式会社① 3 4 4 1 開講

44 21 高度な3Dモデリングと各種3Dプリンター体験 ジェービーエムエンジニアリング株式会社② 4 5 3 中止→開講

45 23 SOLIDWORKS入門編 株式会社KreeD① 3 10 8 開講

OL 46 23 SOLIDWORKS　CSWA編 株式会社KreeD② 3 10 8 開講

OL 47 23 SOLIDWORKS解析編 株式会社KreeD③ 3 10 4 開講

OL 48 23 SOLIDWORKS CAM編 株式会社KreeD④ 3 10 3 開講

49 25 明日を担う次世代のための非破壊検査セミナー 明日を担う次世代のための非破壊検査セミナー委員会 3 40 1 中止

OL 50 26 基板設計を「CADLUS」で実習 株式会社ニソール 3 10 3 開講

51 28 Revitによるモデリング基礎講習 浅野工学専門学校　  3 8 3 1 開講

52 36 ドローン民間免許取得講座Ａ 株式会社大塚商会① 3 10 10 選考-10

53 36 ドローン民間免許取得講座Ｂ 株式会社大塚商会② 3 10 10 選考-3

54 36 自走式ＡＩロボット社会実装学習体験講座 株式会社大塚商会③ 5 20 11 開講

55 36 ドローンプログラミング体験講座（東京） 株式会社大塚商会④ 5 30 15 1 開講

56 36 ドローンプログラミング体験講座（大宮） 株式会社大塚商会⑤ 5 25 7 開講

57 36 ドローンプログラミング体験講座（名古屋） 株式会社大塚商会⑥ 5 30 10 開講

58 36 ドローンプログラミング体験講座（大阪） 株式会社大塚商会⑦ 5 30 22 1 開講

59 36 デジタルものづくり：デジタルのプロダクトデザイン 株式会社大塚商会⑧ 3 20 15 開講

60 36 デジタルものづくり：描いたものが立体になる基礎原理を学ぶ 株式会社大塚商会⑨ 3 20 15 開講

61 37 Pythonプログラミングとデータ解析 中央情報専門学校① 3 20 7 開講

62 37 Pythonによる2次元・3次元グラフィックス 中央情報専門学校② 3 20 6 開講

63 37 Raspberry Piによる電子ペーパーの表示制御 中央情報専門学校③ 3 16 8 開講
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OL :オンライン ：定員超過開講 ：中止（閉講）

OD :オンデマンド ：定員未満開講 ：選考人数調整

講座
番号

整理
番号

講習会名 実　施　団　体
定員下限

赤:団体希望
定員上限

応募者数
(確定値)

欠席者数 開講/中止

64 39 ＪＭＣＲ２０２７講習会（Ａｒｄｕｉｎｏ編） 株式会社日立ドキュメントソリューションズ① 3 24 1 中止→開講

65 39 ＪＭＣＲ２０２７講習会（Ａｄｖａｎｃｅｄ編） 株式会社日立ドキュメントソリューションズ② 3 20 19 開講

66 39 ＪＭＣＲ２０２７講習会（Ｂａｓｉｃ応用編） 株式会社日立ドキュメントソリューションズ③ 3 24 22 開講

67 39 ＪＭＣＲ２０２７講習会（Ｃａｍｅｒａ編） 株式会社日立ドキュメントソリューションズ④ 3 24 19 開講

68 40 作業現場から学ぶ『危険体験教育（電気）』【東京会場】 株式会社昭和電業社① 3 16 6 開講

69 40 作業現場から学ぶ『危険体験教育（電気）』【大阪会場】 株式会社昭和電業社② 3 16 2 中止

70 43 無料プログラミングソフトウエアVEXcodeVR授業実践（東京） ５Ｃｏｍｐａｎｙ株式会社① 3 10 5 開講

71 43 ロボット部活動導入の実務講習（予算・購入・年間運営） ５Ｃｏｍｐａｎｙ株式会社② 1 5 1 開講

72 43 無料プログラミングソフトウエアVEXcodeVR授業実践（大阪） ５Ｃｏｍｐａｎｙ株式会社③ 3 10 7 開講

73 47 国家技能検定3級受検のすすめと対策 <JTEX>職業訓練法人日本技能教育開発センター 5 20 8 開講

OL 74 48 初心者でも簡単、Ａｒｄｕｉｎｏ用自作基板の設計 アールエスコンポーネンツ株式会社① 3 30 16 2 開講

OL 75 48 ３Ｄプリンタ活用に！　初心者でも簡単３Ｄ ＣＡＤ アールエスコンポーネンツ株式会社② 3 30 9 開講

OL 76 48 電流の動きが分かる　回路シミュレータ入門 アールエスコンポーネンツ株式会社③ 5 30 17 開講

77 50 安川電機ロボットシミュレータ講習会 ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会① 3 10 3 開講

78 50 産業用ロボットの歴史・基礎知識と操作体験 ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会② 3 8 3 開講

79 50 産業用ロボットとＦＡ技術を融合した実践研修 ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会③ 3 8 4 開講

80 53 ジェットエンジンの整備工場見学 日本航空大学校北海道① 3 12 4 開講

81 53 福岡空港　航空機整備・グランドハンドリング見学 日本航空大学校北海道② 3 20 3 開講

82 53 航空機製造と整備工場見学 日本航空大学校北海道③ 3 20 11 開講

83 53 JALの新千歳空港業務見学 日本航空大学校北海道④ 3 15 17 開講

84 53 羽田空港　航空機整備・グランドハンドリング見学 日本航空大学校北海道⑤ 3 20 12 開講

85 53 航空エンジンの整備工場見学・体験 日本航空大学校北海道⑥ 3 10 10 開講

86 54 空の安全を支える仕事「地上支援業務」体験 東日本航空専門学校 3 20 7 開講

87 55 空の安全を支える航空整備士の世界を体験 千葉職業能力開発短期大学校成田校 3 10 4 開講

88 56 航空専門学校ってどんな学校？ 成田国際航空専門学校 5 15 2 中止

89 57 エアライン（ANA）の訓練の現場を学ぶ 国際航空専門学校① 3 10 8 開講

90 57 航空専門学校の教育手法について学ぶ 国際航空専門学校② 3 10 3 開講

91 58 航空機の安全運航を支える地元企業の取組 中日本航空専門学校① 3 10 4 開講

92 58 地元を守るドクターヘリの整備＆空港見学 中日本航空専門学校② 3 10 1 中止→開講

93 58 地元の空の安全を守る　鹿児島空港での仕事 中日本航空専門学校③ 3 10 2 中止→開講

94 58 未来を考える最先端の航空機と製造の安全性について 中日本航空専門学校④ 3 10 2 中止→開講

95 58 航空人財を育成する中日本航空専門学校の取り組み 中日本航空専門学校⑤ 3 10 1 中止→開講

96 58 エアラインを支える航空業界の「安全業務」 中日本航空専門学校⑥ 3 10 4 開講

97 59 東京ヘリポート ヘリコプター整備の見学 日本航空大学校 石川① 3 20 3 開講

98 59 航空機の定時運航を陰で支えるインフラを知る 日本航空大学校 石川② 3 10 4 開講

99 59 八尾空港　小型航空機整備の見学 日本航空大学校 石川③ 3 20 3 開講

100 59 調布飛行場　小型航空機整備の見学 日本航空大学校 石川④ 3 20 7 開講

101 60 グランドハンドリングという空の仕事の魅力 大阪航空専門学校③ 3 10 2 中止→開講

102 60 神戸空港で航空業界の魅力を知ろう 大阪航空専門学校① 3 10 4 開講

103 60 ＪＡＬ航空機の安全を支える整備士の魅力 大阪航空専門学校② 3 10 2 中止→開講

104 64 楽しく教える溶接のツボ講座（大阪） 一般社団法人 日本溶接協会① 3 20 13 開講

105 64 楽しく教える溶接のツボ講座（佐賀） 一般社団法人 日本溶接協会② 3 15 14 1 開講

106 65 電気工事における技能とＲＸ・ＤＸについて 株式会社関電工 3 20 5 開講

107 67 UVプリンターによるオリジナル加飾体験 ローランド ディー.ジー.株式会社 3 6 8 開講

108 71 実社会の課題を解決する工学（エンジニアリング）を学ぶ 学校法人廣池学園　麗澤大学 3 20 6 開講

OL 109 75 バッテリーから始まる、次世代産業 近畿経済産業局（関西蓄電池人材育成等コンソーシアム事務局） 10 100 16 開講

110 77 発災時の建物の緊急点検手法を学ぶ ものつくり大学 3 20 4 開講

111 78 ロボットSI検定新３級試験 指導講習（小倉会場） 一般社団法人 日本ロボットシステムインテグレータ協会① 3 20 2 中止

112 78 ロボットSI検定新３級試験 指導講習（大阪会場） 一般社団法人 日本ロボットシステムインテグレータ協会② 3 20 6 開講

113 78 ロボットSI検定新３級試験 指導講習（愛知会場） 一般社団法人 日本ロボットシステムインテグレータ協会③ 3 20 4 開講

114 78 ロボットSI検定新３級試験 指導講習（東京会場） 一般社団法人 日本ロボットシステムインテグレータ協会④ 3 20 8 開講

OL 115 79 生徒の心をつかむ授業ネタ提供～新・建設産業業界キャリア教育～ ㈱キャリアナビゲーション 5 30 4 中止

116 80 ブロックを活用したSTEAM教材開発 神奈川工科大学 1 8 7 開講

OD 117 82 第二級陸上特殊無線技士eラーニング養成課程 一般財団法人 情報通信振興会① 3 100 13 2 開講

OD 118 82 第三級陸上特殊無線技士eラーニング養成課程 一般財団法人 情報通信振興会② 3 100 6 1 開講

119 83 産業用ロボットの知識と操作習得 ファナック株式会社 5 10 10 選考-2

120 84 最新レーザ加工機講習会～実技を中心に学ぶ～ 株式会社アマダ 2 8 9 開講

令和６年度 令和７年度

応募者数 1039 965 935 (22)
開講予定講座数 125 122 120

開講講座数 117 109 108
中止講座数 8 13 12

受講者数(応募者数－中止講座応募者数－欠席者数) 1007 950 893

令和８年度(欠席者)

[備考]

・主な欠席理由：体調不良、公務都合、私用都合、無断欠席、重複申請キャンセル等

・運営上の懸案事項（今年度、開催要項およびWeb受付の案内の見直しを図った結果、問合せ件数は大幅に低減した）

①Webシステム申請において、締切期日迄に校長承認がされない（今年度9件、R7年度18件、R6年度13件）：スケジュール上、確認は全て事務局による電話対応

②応募申請締切後に参加希望教員から開催団体または全工協会へ直接参加希望の電話依頼が入る

③開催団体から、参加教員の事前連絡なしの無断欠席・遅刻および服装について苦言があった。

④管理職の許可なく受講者本人から全工協会へ参加講習会に関する問合せ電話をしてくる（開催要項をよく読んでいない案件）

⑤No.117,118の欠席者はオンデマンド講習会のため規定修了試験「未修了」による欠席



 

 

≡報 告≡ 

令和 8年度ジュニアマイスター前期申請の状況と結果 

公益社団法人全国工業高等学校長協会 

事務局長 湯澤 修一 

 

1 前期申請の状況 

 令和 8 年度は、ジュニアマイスターのポイント対

象となる検定・大会等は全て実施されています。 

若年者ものづくり競技大会・技能検定の前期試験

は実施済です。ものづくりコンテスト全国大会・ロ

ボット相撲全国大会・ジャパンマイコンカーラリー

全国大会は、実施する予定です。また、協会主催の

計算技術検定・情報技術検定・機械製図検定・基礎

製図検定・パソコン利用技術検定・初級ＣＡＤ検定・

リスニング英語検定・グラフィックデザイン検定・

高等学校工業基礎学力テストは、例年どおりの日程

で、実施（予定）しました。そして、令和 7 年 8 月

6日（木）にジュニアマイスター顕彰制度委員会を開

催し、その結果を 8 月 7 日（金）の認定委員会に提

案、審査した結果、認定者が確定しました。 

今年度のジュニアマイスター前期申請の認定者数

は、ゴールドは 845 名(前年比-157)、シルバー

1,325(前年比-106)、ブロンズ 1,555名(前年比-472)、

合計 3,725 名(前年比-735)となり、前年度より約

16.5％減少しました。 

2 都道府県別の前期申請 

 認定委員会で報告された都道府県別の申請者数並

びに認定者数を表 1 に示します。都道府県別では、

愛知県、福岡県、長崎県、熊本県が群を抜いていま

す。ジュニアマイスターが工業系高校生の資質・能

力の評価として定着しており、大学入試（17 大学）

や就職試験の選考項目として活用されている例が増

えてきています。さらに、生徒の進路指導等に有効

活用するためにも前期での申請をお勧めします。 

 さて、この顕彰制度は今年度で 26年目を迎えまし

た。申請の Web入力化も 16年目となり、全国の工業

系高校に定着してきました。 

認定者数は、少子化に伴う生徒数減少の影響によ

り、平成 24年度からやや減少傾向でしたが、ブロン

ズも加わった平成 30年度からの 5年間は、年間を通

して 1 万 5 千名以上となりました。令和 5､6年度は

若干減少しましたが、令和 7 年度よりブロンズも後

期申請できるようになり、認定者数が 12,800名とな

りました。今後も増えることを期待しています。 

3 顕彰制度の活用について 

本協会では、令和元年度より、経済的理由により

大学進学を断念せざるを得ない生徒（および進学を

希望する大学）のために、大学指定校特別推薦枠を

設けております。 内容は、入学金免除、授業料の免

除・減額、奨学金の支給、出願資格付与等であり、

当初 1 大学から開始したものが、現在では京都先端

科学大学、明海大学、ものつくり大学、神奈川工科

大学、近畿大学、新潟工科大学、拓殖大学、関東学

院大学、東海大学、芝浦工業大学の計 10大学へと拡

大しております。今後もさらに拡充に向けて取り組

んでまいります。 

推薦制度の条件として、原則としてジュニアマイ

スター顕彰制度の活用が求められます。 また、入学

者選抜における出願資格として JM 認定を位置付け

ている大学は 10大学ございます。 さらに、JM顕彰

の区分表にある資格・検定の一部を入学者選抜の評

価項目として活用している大学は 7大学あります。 

4 高等学校学習指導要領とジュニアマイスター 

 新高等学校学習指導要領が令和 4 年度からスター

トしました。「課題研究」の職業資格の取得に関する

指導項目では、社会で必要な専門資格に関して調査、

研究する学習活動となるように留意することが、内

容を取り扱う際の配慮事項として示されています。

ジュニアマイスターが生徒の学習意欲の向上に結び

付くことは明らかですが、安易に資格取得や得点獲

得を目的化しないように指導する配慮も必要です。 

 今後も、会員各校のご理解とご協力をよろしくお

願い申し上げます。 
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全日本ロボット相撲大会 2026 

開  催  要  項 
 

  １．趣 旨 

 高等学校生徒並びに高等専門学校、専門学校、大学等の学生、一般社会人に、

ロボット作りを通じて技術の基礎・基本を確実に習得させるとともに、技術研究

の目標と実際に問題解決する体験の機会を与え、もって生徒・学生等の学習意欲

の向上と自発的、創造的な学習態度の育成に資する。併せて、海外からの招致選

手による国際的な広い視野を養い、海外に通用する人材の育成、新技術への関心

と夢を育み、ロボット技術の向上を目指す。 

 

 ２．大会運営の概要 

（１）全国を地区に分け、地区大会（予選）を実施する。地区大会は、高校生のみ参

加できる。別表の日程（土曜・日曜）にて大会開催地区に所在する高等学校体

育館等を借用して実施することを原則とする。 

（２）ロボット力士は自立型とラジコン型の２種とし、それぞれ予選・決勝を行う。 

（３）全日本の部は高校生だけでなく高等専門学校生・専門学校生・大学生・社会人 

及び一般愛好家等、誰もが参加できる。 

（４）高校の部については、地区大会にて「高校生ロボット相撲全国大会」の出場 

予選、並びに上位の力士を選出する。選出数は地区により異なり、別に示す。 

（５）全日本の部については、予選トーナメントにて「全日本ロボット相撲決勝大会」 

に出場する力士を選出する。また、主催者が公認する大会の上位入賞者につい 

て決勝大会への出場権を与える。 

 

 ３．ロボット規格及び試合方法の概要 

   以下に示すほか詳細については、別紙「試合規則」による。 

（１）ロボット力士の規格 

①ロボット力士の外形は、3kg クラスは幅 20cm、奥行き 20cm、500g クラス 

においては幅 10 ㎝、奥行き 10 ㎝、高さ自由の四角形枠内に収まるものと 

する（形状は自由）。 

②ロボット力士の体重は附属部品を含めて、3kg クラスでは 3kg 以内、500g 

クラスでは 500g 以内とする。 

③ロボット力士は、自立型・ラジコン型の２種とする。 
自立型とは、審判の合図で取組を開始する際、審判がリモコンでロボットの

スタートを指示した後、ロボット自身が人手を介さず行動を開始するもので

ある。 
   ラジコン型とは、参加者が無線制御機を用いてロボットを遠隔操作するも 

のである。 

④自立型の制御方法は自由とする。ただし、スタート及びストップについては、

事務局が指定する制御に合わせて動作するものとする。 

⑤ラジコン型での使用電波は、2.4GHz、27MHz（01～12）のナローバンド 

または 40MHz（61、63、65、67、69、71、73、75 バンド）の陸上用とする。 

⑥なお、ロボット力士には、製作者が６文字以内の「しこ名」をつける。 
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（２）試合の定義と土俵規格 

①試合は試合者（ロボット操作員は１台のロボットにつき１名とし、3kg 

クラスでは別途１名の補助員をつけることができる）双方が試合規則に 

従って、定められた土俵内において、試合者が独自に製作したロボットを 

用いて相手を土俵外に押し出したものを勝ちとする。また、土俵内で有効 

決まり手（別紙試合規則による）を競い、審判員の判定により勝敗を決める 

ものである。 

②試合は３分間３本勝負とする。 

③試合方式は自立型、ラジコン型ともトーナメント方式による。 

④土俵は 3kg クラスにおいては高さ 5cm、直径 154cm アルミ製板の上に黒色の 

鋼板（厚さ 1.6mm）を 32 本のボルトで止めた円形とする。 

500g クラスにおいては高さ 2.5cm、直径 77cm の木製(メラミン塗装もしくは 

メラミン化粧板)の円形とする。 

⑤土俵内には仕切り線を設ける。土俵内外の区画線は 3kg クラスにおいては 

幅 5cm、500g クラスにおいては 2.5cm の白色線（白色線は土俵内）とする。 

 

 ４．地区大会（予選会） 

（１）主 催 

   富士ソフト株式会社、公益社団法人全国工業高等学校長協会 

（２）後 援 

   開催都道府県教育委員会 

（３）大会概要 

①全国を次の地区に分け、地区大会（予選会）を開催する。 

 参加見込み及び開催地区の状況を勘案し開催地区を変更する場合がある。 

  北海道大会、東北大会、北信越・東海大会、関東大会、近畿大会、 

中国・四国大会、九州大会 

②参加者の範囲 

  高校の部：高等学校生徒（500g クラスのみ実施） 

      ③高校の部では、「高校生ロボット相撲全国大会 2026」（高校生のみ） 

への参加ロボット力士を選出する。 選出台数は別表による。 

（４）地区大会開催会場、開催日、全国大会への選出台数は別紙のとおり。ただし、 

日程／会場は、都合により変更することもある。 

（５）申込要領、申込先 

①申込は、インターネットにて行う。全日本ロボット相撲大会ホームページに

用意された登録フォームより必要事項を入力し、以下の期日までに申し込む

(厳守)。 

申し込み：令和８年７月 31 日まで（高校の部、全日本の部） 

  ホームページ URL: http://www.fsi.co.jp/robot/ 
②申込に必要な登録料は無料とする。 

③申込は操作員１名につき１台。 

高校の部の場合は、所属地区大会への登録のみとし、1 校自立型、ラジコン

型の部門ごとに複数地区大会への登録は認めない。 

 

  ５．「高校生ロボット相撲全国大会」（決勝大会） 

（１）主 催 

公益社団法人全国工業高等学校長協会 
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（２）後 援（申請予定） 

   文部科学省、経済産業省 

公益財団法人産業教育振興中央会 

（３）協 賛 

富士ソフト株式会社 

（４）開催日 

令和８年 11 月 28 日（土） 

（５）会 場 

ビッグパレットふくしま 

   福島県郡山市南二丁目 52 

（６）参加者 

自立型、ラジコン型とも地区大会（予選会）における高校生上位各 32 台 

（計 64 台）により、自立型、ラジコン型それぞれトーナメント方式により 

決勝戦を行う。 

（７）表 彰 

賞 状：文部科学大臣賞（予定） 

    経済産業大臣賞（予定） 

    公益財団法人産業教育振興中央会会長賞（予定） 

       公益社団法人全国工業高等学校長協会理事長賞（予定） 

   副 賞：富士ソフト株式会社賞 

（８）その他 

コロナの影響等により、開催中止となった場合は、各都道府県の代表となる 

ロボットについて相撲ロボット製作コンテストを実施する。 

 

６．「全日本ロボット相撲全国大会」（決勝大会） 

（１）主 催 

富士ソフト株式会社 

（２）後 援（申請予定） 

   文部科学省 

      公益社団法人全国工業高等学校長協会 

（３）開催日 

12 月 19 日(土)、20 日(日) 

（４）会 場 

国技館（東京・両国） 

   東京都墨田区横網１－３－28  

（５）参加者 

大会への参加申込者による予選会を実施し、予選会通過者及び主催者が公認す

る国内大会上位入賞者により、自立型、ラジコン型それぞれ決勝大会において、

トーナメント方式により決勝戦を行う。 

（６）表 彰 

賞 状：文部科学大臣杯（予定）、文部科学大臣賞（予定） 

        富士ソフト株式会社賞 

副 賞：富士ソフト株式会社賞 

以 上 



今後の事業の収支対策等検討 

 

Ⅰ 会費の値上げ 

  決定→第 77 回「総会・研究協議会」で周知→令和 9年度から値上げ 

  

Ⅱ 今後の事業の収支対策検討 

・検定料等の振込の取扱い 

➡ 郵貯での振込を検討、問題集販売クラウドシステムのおける消込作業の検討 

 

・テナント賃料の値上げ 

➡ 過去の契約書を見直し、入居者ごとの賃料改定時期を調査中 

なお、不動産管理会社への管理委託を予定 

 

・駐車場貸出 

 ➡ ３台分賃出、契約・工事終了、７月 21 日（火）より営業 

 

・会議室・ホール・展示室の活用を検討 

 

 ➡ 会議室・ホールの貸出規定の見直し 

1 階展示室を、ワークスペースとしても活用できる部屋へ 

 

・協会ホームページのリニューアル 

 ➡「公的な信頼感」と「生徒の熱気」を両立し、業務を劇的に効率化するサイト設計 

 

・要覧（冊子またはデジタル等） 

➡ 令和 8年度より廃止、協会ホームページに「会員名簿」を掲載 

  

・工業教育誌 ➡ 減冊を検討中 

 

・ペーパーレス化 

➡ 理事会・業務執行理事会の pdf 化、総会配布資料の pdf 化等により紙の大幅削減 

  

・原稿料の値下げ ➡ 現行どおり 

 

・事業の見直し等（JMCR､ロボット相撲､技術･アイディアコンテスト､製図コンテスト） 

➡ 検討中、なお、ロボット相撲大会は今年度をもって富士ソフトによる主催が終了 

 

・産振中央会への補助金・会費の減額、規程集の見直し等 ➡ 協議中 

 

・指導者養成講習会、高校生海外研修 ➡ 検討中 

 



（別 紙）

令和８年８月３日

職種 賞 氏名 所属

倉間　心
森　悠輝

田中　陽色

山下　孔雅
外山　周磨

松生　昂己
松永　興明
屋代　瑞希

金賞/厚生労働大臣賞 原口　武龍 長崎県立長崎工業高等学校
銀賞 小嶋　大輝 愛知県立愛知総合工科高等学校　専攻科

銀賞 柴田　一輝 大分県立工科短期大学校
銀賞 松田　琳子 北海道職業能力開発大学校

銅賞 伊藤　碧弥 宮城県工業高等学校
銅賞 中村　和樹 北陸職業能力開発大学校

敢闘賞 柏木　ちな 神奈川県立産業技術短期大学校
敢闘賞 當摩　銀児 宮城県古川工業高等学校
敢闘賞 市川　大祐 静岡県立科学技術高等学校

金賞/厚生労働大臣賞 大深　圭太郎 山口県立岩国工業高等学校
銀賞 青野　咲也 静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス

銀賞 川崎　善毅 岩手県立黒沢尻工業高等学校　専攻科
銀賞 佐藤　凛一 静岡県立工科短期大学校　沼津キャンパス
銅賞 藏元　勇登 川内職業能力開発短期大学校
銅賞 山岸　昭成 新潟県立三条テクノスクール

敢闘賞 森園　怜 兵庫県立飾磨工業高等学校
敢闘賞 根井　琳紗子 岩手県立久慈翔北高等学校

敢闘賞 中村　綾介 福井県立科学技術高等学校

敢闘賞 菅原　康太郎 秋田県立湯沢翔北高等学校　専攻科

敢闘賞 山本　琉聖 富山県立砺波工業高等学校
敢闘賞 根本　涼太 日立工業専修学校
敢闘賞 堀越　莉駕 神奈川県立産業技術短期大学校

金賞/厚生労働大臣賞 池田　陽斗 鹿児島県立川内商工高等学校
銀賞 清水　優季 静岡県立工科短期大学校　沼津キャンパス

銀賞 渡邉　心 栃木県立県央産業技術専門校

銀賞 武山　夏樹 宮城県工業高等学校

銅賞 玉城　星夏 沖縄県立沖縄工業高等学校
銅賞 佐藤　天風 宮城県古川工業高等学校

敢闘賞 米谷　陸玖 九州職業能力開発大学校
敢闘賞 永吉　一惺 川内職業能力開発短期大学校

金賞/厚生労働大臣賞 酒井　葵 長崎県立長崎工業高等学校

銀賞 杉本　悠斗 愛媛県立松山工業高等学校
銅賞 瀬野　吏温 四国職業能力開発大学校

敢闘賞 近藤　有真 富山県立砺波工業高等学校
敢闘賞 小川　優太 栃木県立県央産業技術専門校
敢闘賞 磯村　哲旗 山口県立徳山商工高等学校

敢闘賞 池内　蒔人 神奈川県立産業技術短期大学校
敢闘賞 岩元　洸太朗 静岡県立工科短期大学校　沼津キャンパス

金賞/厚生労働大臣賞 吉川　陽斗 兵庫県立西脇工業高等学校
銀賞 橋本　威吹 茨城県立玉造工業高等学校

銀賞 川野　太暉 愛知県立愛知総合工科高等学校
敢闘賞 松村　琉空 長崎県立長崎工業高等学校
敢闘賞 細馬　拓斗 広島県立呉工業高等学校

敢闘賞 佐藤　凪 宮崎県立産業技術専門校
敢闘賞 熊谷　悠希 秋田県立秋田工業高等学校
敢闘賞 山内　太稀 高知県立高知東工業高等学校

金賞/厚生労働大臣賞 加賀　七星 名古屋市立工芸高等学校

銀賞 藤井　陽都 ものつくり大学　建設学科
銅賞 中川　奏 東京都立工芸高等学校
銅賞 北垣　天響 佐賀県立産業技術学院

敢闘賞 石井　綸 広島県立福山工業高等学校
敢闘賞 井出　依芭 愛知県立名古屋聾学校 専攻科
敢闘賞 崎間　陽光 沖縄県立沖縄工業高等学校

敢闘賞 野中　人輝 長崎県立長崎工業高等学校

敢闘賞 西村　若香 山口県立萩商工高等学校

⑦木材加工
　【参加選手数；18名】

③旋盤
　【参加選手数；26名】

④フライス盤
　【参加選手数；24名】

⑤電子回路組立て
　【参加選手数；21名】

⑥電気工事
　【参加選手数；16名】

②機械製図（CAD）
　【参加選手数；21名】

第21回若年者ものづくり競技大会　入賞者一覧

金賞/厚生労働大臣賞 岐阜県立岐阜工業高等学校

九州職業能力開発大学校
①メカトロニクス
　【参加選手数；20チーム40名】

銀賞

銅賞 愛知県立愛知総合工科高等学校　専攻科

敢闘賞 日立工業専修学校
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職種 賞 氏名 所属

金賞/厚生労働大臣賞 藤木　礼和 新潟県立魚沼テクノスクール

銀賞 横尾　友香 佐賀県立産業技術学院
銀賞 小林　脩翔 愛媛県立吉田高等学校
銀賞 小林　遥仁 岩手県立二戸高等技術専門校

銅賞 德永　吏矩 熊本県立球磨工業高等学校
銅賞 安芸　綺花 北海道旭川工業高等学校
銅賞 渡邉　陽 新潟建築・インテリア・ものづくり大学校

敢闘賞 尾崎　康貴 愛知産業大学
敢闘賞 菅　勢吾 秋田県立秋田工業高等学校

敢闘賞 三浦　優史 岩手県立産業技術短期大学校
敢闘賞 橋倉　八千留 宮崎県立産業技術専門校
敢闘賞 塚田　ひかり 栃木県立県央産業技術専門校

敢闘賞 侭田　力駆 千葉職業能力開発短期大学校
金賞/厚生労働大臣賞 安藤　伊吹 飛龍高等学校

銅賞 若狹　吾侑 岩手県立二戸高等技術専門校
銅賞 佐々木　一心 岩手県立千厩高等技術専門校

敢闘賞 黑田　暖人 岡山県立北部高等技術専門校美作校
敢闘賞 唐岩　伸治 高知県立高知高等技術学校

敢闘賞 小林　孝哉 新潟県立上越テクノスクール
金賞/厚生労働大臣賞 松本　莉矩 四国職業能力開発大学校

銀賞 大霜　駿斗 麻生情報ビジネス専門学校

銅賞 中山　大地 日本電子専門学校

銅賞 髙山　しおん 栃木県立県央産業技術専門校

銅賞 米川　明希 愛知県立愛知総合工科高等学校

敢闘賞 井上　楓 東海職業能力開発大学校
敢闘賞 伊藤　丈翔 ＹＩＣ情報ビジネス専門学校

敢闘賞 祝部　和己 島根職業能力開発短期大学校

敢闘賞 米津　祐人 岐阜県立大垣工業高等学校

金賞/厚生労働大臣賞 江口　碧華 日本電子専門学校

銀賞 大塚　優 名古屋市立工芸高等学校

銀賞 三浦　蓮翔 彩星工科高等学校

銀賞 髙栁　埜乃果 トライデントコンピュータ専門学校

銅賞 秦　寧彩 東京電子専門学校

銅賞 福島 　駿弥 ＥＣＣコンピュータ専門学校

銅賞 澤田　翔 日本電子専門学校

敢闘賞 三枝　亮太 東京電子専門学校

敢闘賞 井上　楓凱 宮城県工業高等学校

敢闘賞 田嶋　友萌乃 長崎県立長崎工業高等学校

敢闘賞 弓場　聖 名古屋市立工芸高等学校

金賞/厚生労働大臣賞 長澤　巧 宮城県工業高等学校

銅賞 金田　晃太 ＥＣＣコンピュータ専門学校

敢闘賞 服部　将也 愛知県立愛知総合工科高等学校

金賞/厚生労働大臣賞 村澤　宥来 日本電子専門学校

銀賞 齋藤　絢心 秋田コア　ビジネスカレッジ

銅賞 戸川　大成 神戸電子専門学校

銅賞 清水　啓太 東京電子専門学校

銅賞 平野　真生 山口芸術短期大学

敢闘賞 上田　あま音 ＥＣＣコンピュータ専門学校

敢闘賞 鈴木　衣知花 愛知県立愛知総合工科高等学校

市橋　翼

熊田　拓実

千賀　琉功

二俣　晴

前田　悠

水野　千早矢

井上　あおい

松尾　圭粋

松山　晴音

三上　輝大

梅田　羚和

善里　悠翔

⑧建築大工
　【参加選手数；28名】

⑨自動車整備
　【参加選手数；13名】

⑩ＩＴネットワークシステム管理
　【参加選手数；18名】

⑪ウェブデザイン
　【参加選手数；22名】

⑫ソフトウェアアプリケーション開発
　【参加選手数；7名】

⑬グラフィックデザイン
　【参加選手数；14名】

⑭ロボットソフト組込み
　　【参加選手数；21チーム42名】

金賞/厚生労働大臣賞

敢闘賞

敢闘賞

敢闘賞

福島県立テクノアカデミー浜

岐阜県立岐阜工業高等学校

銀賞 愛知県立愛知総合工科高等学校　専攻科

銀賞 奈良県立奈良商工高等学校

四国職業能力開発大学校

青森県立弘前工業高等学校
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職種 賞 氏名 所属

金賞/厚生労働大臣賞 小早川　桃葉 岡山県立興陽高等学校

銀賞 岡山　龍樹 佐賀県立高志館高等学校

銀賞 松原　大輝 東京都立園芸高等学校

銀賞 武田　竜馬 岐阜県立加茂農林高等学校

銅賞 阿南　颯汰 大阪府立園芸高等学校

銅賞 中山　寧音 鹿児島県立鶴翔高等学校

銅賞 水野　希美 愛知県立猿投農林高等学校

敢闘賞 菅浪　蒼生 京都府立農芸高等学校

敢闘賞 松林　香 三重県立四日市農芸高等学校

敢闘賞 俵　琴未 大阪府立農芸高等学校

敢闘賞 大城　柊人 沖縄県立久米島高等学校

⑮造園
　【参加選手数；23名】
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職　　種 地　区　名 都道府県名 選手氏名 学　　校　　名 学　　科 学年 結果

北海道地区 北海道 水戸　彪賀 北海道札幌工業高等学校 機械科 ３年

東北地区 岩手県 根井　琳紗子 岩手県立久慈翔北高等学校 電子機械科 ３年 敢闘賞

関東地区 群馬県 直井　詩 群馬県立桐生工業高等学校 機械科 ２年

北信越地区 福井県 中村　稜介 福井県立科学技術高等学校 機械システム科 ３年 敢闘賞

東海地区 愛知県 小川　樹希 愛知県立愛知総合工科高等学校 機械加工科 ３年

近畿地区 兵庫県 森園　怜 兵庫県立飾磨工業高等学校 機械工学科 ２年 敢闘賞

中国地区 山口県 大深　圭太郎 山口県立岩国工業高等学校 機械科 ３年 金賞

四国地区 愛媛県 林　杏奈 愛媛県立松山工業高等学校 機械科 ３年

九州地区 福岡県 葉山　瞬 福岡市立博多工業高等学校 機械科 ３年

北海道地区 北海道 小川　耀一朗 北海道札幌琴似工業高等学校 情報技術科 ３年

東北地区 福島県 熊田　直輝 福島県立郡山北工業高等学校 情報技術科 ２年

関東地区 群馬県 篠木　大夢 群馬県立太田工業高等学校 電気情報科 ２年

北信越地区 富山県 近藤　有馬 富山県立砺波工業高等学校 電子科 ３年 敢闘賞

東海地区 愛知県 山田　美音 愛知県立岡崎工科高等学校 情報デザイン科 ３年

近畿地区 兵庫県 宮永　雄斗 兵庫県立小野工業高等学校 機械工学科 ３年

中国地区 山口県 磯村　哲旗 山口県立徳山商工高等学校 電子情報技術科 ３年 敢闘賞

四国地区 愛媛県 杉本　悠斗 愛媛県立松山工業高等学校 電子機械科 ３年 銀賞

九州地区 長崎県 酒井　葵 長崎県立長崎工業高等学校 情報技術科 ３年 金賞

北海道地区 北海道 松浦　京次郎 北海道滝川工業高等学校 電気科 ３年

東北地区 秋田県 熊谷　悠希 秋田県立秋田工業高等学校 電気エネルギー科 ３年 敢闘賞

関東地区 茨城県 橋本　威吹 茨城県立玉造工業高等学校 電気科 ３年 銀賞

北信越地区 石川県 原　　涼真 金沢市立工業高等学校 電気科 ３年

東海地区 愛知県 川野　太暉 愛知県立愛知総合工科高等学校 電気科 ３年 銀賞

近畿地区 兵庫県 吉川　陽斗 兵庫県立西脇工業高等学校 電気科 ３年 金賞

中国地区 広島県 細馬　拓斗 広島県立呉工業高等学校 電気科 ３年 敢闘賞

四国地区 高知県 山内　太稀 高知県立高知東工業高等学校 電子機械科 ３年 敢闘賞

九州地区 長崎県 松村　琉空 長崎県立長崎工業高等学校 電気科 ２年 敢闘賞

北海道地区 北海道 安芸　絢花 北海道旭川工業高等学校 建築科 ３年 銅賞

東北地区 秋田県 菅　勢吾 秋田県立秋田工業高等学校 建築科 ３年 敢闘賞

関東地区 茨城県 大森　雄太 茨城県立水戸工業高等学校 建築科 ３年

北信越地区 石川県 嶋田　一斗 金沢市立工業高等学校 建築科 ３年

東海地区 愛知県 榎阪　陸 愛知県立愛知総合工科高等学校 建設科 ３年

近畿地区

中国地区 広島県 奥野　祥伍 広島県立広島工業高等学校 建築科 ３年

四国地区 愛媛県 小林　脩翔 愛媛県立吉田高等学校 機械建築工学 ３年 銀賞

九州地区 熊本県 德永吏矩 熊本県立球磨工業高等学校 建築科 ３年 銅賞

北海道地区 北海道 鈴木　新平 北海道苫小牧工業高等学校 電子機械科 ３年

東北地区

関東地区 栃木県 加藤　陽向 作新学院高等学校 自動車整備士養成科 ２年

北信越地区

東海地区 静岡県 安藤　伊吹 飛龍高等学校 自動車工業科 ３年 金賞

近畿地区 京都府 平園　祐太 京都府立田辺高等学校 工学探求科 ２年

中国地区 岡山県 和田　遥希 おかやま山陽高等学校 自動車科 ２年

四国地区

九州地区 長崎県 井手口　空良 長崎県立長崎工業高等学校 機械科 ３年

自動車
整備

第21回若年者ものづくり競技大会地区代表選手一覧表

旋盤

電子回路
組立て

電気工事

建築大工

令和8年8月2日
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高校向け「バッテリー教育プログラム」に係る教員向け説明会の開催について

⚫ 高校の教員、ご関係の皆様に「バッテリー教育プログラム」の実施を検討いただくために、教育プログラムの概要や実施事例をご
紹介するとともに、実施時の具体的な手続きをご案内する場として、教員の皆様を対象とした「バッテリー教育プログラムに係る
教員向け説明会」を、Day1、Day2の２日間にわたって開催します。

⚫ Day1では、バッテリー教育プログラムの概要や産業界からの期待、
実際に授業を実施された先生方からの事例の共有や質疑応答を実施、

Day2では、学生が学ぶ「小型電池製造実習」を実際に体験いただきます。

Day１：全体説明会
日時：令和7年11月12日(水) 14時～17時
場所：産総研・関経連うめきたサイト

（大阪市北区大深町6番38号 グラングリーン大阪 北館
JAM BASE ４階)
※一部ハイブリッド＆後日アーカイブ配信

概要：

タイトル 概要

趣旨説明 • バッテリー教育プログラムの概要
• 産業界からのメッセージ

バッテリー授業実施結
果の共有・質疑応答

• バッテリー教育プログラムを実施された
先生方や企業派遣講師から、授業展開の
工夫等の事例共有

• 質疑応答

事務連絡 • バッテリー教育プログラムの実施に係る
具体的な手続き

• Day2のご案内

名刺交換会 希望者のみ参加

Day2：小型電池製造実習説明会
日時：令和7年12月3日(水) 13時00分～16時30分
場所：産業技術総合研究所 関西センター

(大阪府池田市緑丘1-8-31)
概要：

タイトル 概要

概要説明 • 小型電池製造実習の概要

座学 • 電池基礎講座
• 実習概要説明
• 実習内容の振り返り

小型電池製造の実
習体験・質疑応答

• 参加者による小型電池製造実習
の体験

• 質疑応答

 Day1、 Day2は両日参加、１日のみの参加いずれも可能です。
内容は今後変更となる可能性があります



国家試験（電工、電験）における
工業高校との連携について

© 一般財団法人 電気技術者試験センター

1

工業教育 x 国家試験の
包括連携協定の締結

高校オンサイト型CBT試験
（CBT出前試験）の展開

電気技術者試験センター
電気工事士試験（電工1.2種）、電気
主任技術者試験（電験1.2.3種）の経
済産業大臣指定試験機関、電験免状
発行機関（一般財団法人）。両試験
合計で年間約３１万人受験。

・国家試験の実施
・人材育成のための調査研究
・電気関連競技会の支援 等

全国工業高等学校長協会（全工協）
工業教育を実施する全国高等学校長
の全国組織。各都道府県に代表校を
置き、国公私立６５０校が参加（公
益社団法人）

・工業教育の振興
・各種検定の実施
・ものづくりコンテスト
・基礎学力テスト、研究 等

電気技術者の育成・支援に関する包括的連携協定

主要事業（一部、実施中）
①工業高校等が実施する教育・技能開発のための支援
②特色ある教育の取り組みに関する表彰と助成、広報
③各地の高校施設（PC教室等）を使った国家試験の実施
④スクールページ開設による各種手続・成績管理の一元化
⑤使用済技能試験材料を提供し学校教材として使用 等

共通課題
・人口減少・担い手不足 ・教員と学校の負担増加
・社会の電気エネルギーシフト・技術革新と保安の高度化

CBT試験、学校手続・管理の一元化
・従来の筆記からPCと情報ネットワークを使用する試験
・日程・会場変更など柔軟性に富み、災害等にも強靭

高校PC教室等を用いた出前CBT試験（日本初）

出典：CBT-Solutions例：金沢工業大学における電験CBT会場

試験サーバー

オンサイト（出前）会場
※出前＝会場に足を運ばなくても
学校で試験完結

全国常設CBT会場(300会場)受検者毎に異なる問題セット
即時採点・結果通知
災害等があれば安全優先に中止

、迅速再開
予定変更も容易

岐阜市

大垣市

中津川市

岐阜県立
高山工業高等学校

飛騨・高山エリア

●高校オンサイト型CBT試験
開催校：岐阜県立高山工業高校
日 時：令和８年５月２４日（日） 午前１０時開場
受験予定者：３０名程度(高山工業高校、飛騨高山高等学校の生徒の方々)

●包括連携協定調印式
場 所：高山市内会場（別途ご案内）
日 時：同日 午前１１時ー１２時の間
来賓等：ご案内中

※ CBT試験、調印式とも登録・ルールご了解の上、撮影・取材可能です
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